
(57)【要約】

【課題】杭の軸部と拡径部との接続を容易にし、既設鋼

管コンクリート杭の頭部をさらに径の大きい鋼管コンク

リート構造に低廉に拡径することができる既設コンクリ

ート杭の補強工法を提供すること。

【解決手段】杭頭部に鋼管１を配設した既設コンクリー

ト杭の補強工法において、杭頭部に配設した鋼管１から

上方に鉄筋２を延設するとともに、この鉄筋２の外周に

大径の拡径用鋼管３を配設し、この拡径用鋼管３の内部

にコンクリート４を打設する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 杭 頭 部 に 鋼 管 を 配 設 し た 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に お い て 、 杭 頭
部 に 配 設 し た 鋼 管 か ら 上 方 に 鉄 筋 を 延 設 す る と と も に 、 該 鉄 筋 の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管
を 配 設 し 、 該 拡 径 用 鋼 管 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る 既 設 コ ン ク リ
ー ト 杭 の 補 強 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 内 部 に 鉄 筋 を 配 し た 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に お い て 、 既 設 場 所 打 ち コ
ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 の 鉄 筋 を 露 出 さ せ る と と も に 、 該 鉄 筋 の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 を 配
設 し 、 該 拡 径 用 鋼 管 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る 既 設 コ ン ク リ ー ト
杭 の 補 強 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に 関 し 、 特 に 、 杭 の 軸 部 と 拡 径 部 と の 接 続 を
容 易 に し 、 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 や 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 を さ ら に 径 の 大
き い 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 に 低 廉 に 拡 径 す る こ と が で き る 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 を 構 築 し た 後 、 上 部 構 造 物 の 設 計 が 変 更 に な り 、 構 築 し た 鋼 管 コ ン
ク リ ー ト 杭 で は 、 水 平 耐 力 が 不 足 す る よ う な 場 合 に は 、 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 の 構 築 本 数 を
増 や す 等 の 対 処 が 必 要 に な り 、 コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 こ の 対 処 方 法 と し て 、 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 を 拡 径 し て 、 さ ら に 径
の 大 き い 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 と す る こ と が 考 え ら れ る が 、 径 の 異 な る 鋼 管 同 士 を 接 続 す
る 方 法 と し て 、 図 ２ に 示 す よ う な 、 円 板 ７ １ や テ ー パ ー 管 ７ ２ 、 リ ブ プ レ ー ト ７ ３ を 採 用
す る と 、 円 板 ７ １ や テ ー パ ー 管 ７ ２ は 拡 径 が 大 き く な っ た 場 合 （ 特 に 軸 部 径 が φ １ ５ ０ ０
ｍ ｍ 以 上 の 場 合 ） 、 材 料 費 及 び 加 工 費 が 非 常 に 高 価 な も の と な り 、 ま た 、 リ ブ プ レ ー ト ７
３ は 軸 部 Ｔ １ と 拡 径 部 Ｔ ２ の 直 径 の 差 が ６ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 （ 隙 間 が ３ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 ） な い と
リ ブ プ レ ー ト ７ ３ と 拡 径 用 鋼 管 ３ と の 溶 接 が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 拡
径 用 鋼 管 ３ と し て 内 面 リ ブ 付 鋼 管 を 使 用 す る 場 合 は 、 リ ブ プ レ ー ト ７ ３ が 当 た る 内 面 リ ブ
を 削 る 必 要 が 生 じ る が 、 こ の 研 削 は ガ ス を 用 い る と 拡 径 用 鋼 管 ３ を 傷 付 け る お そ れ が あ る
た め 、 グ ラ イ ン ダ ー に て 行 う 必 要 が あ り 、 そ の 結 果 、 加 工 費 が 非 常 に 高 価 な も の と な る と
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の 場 合 の ほ か 、 既 設 の 構 造 物 を 取 り 壊 し て 新 し い 構 造 物 を 構 築 す る 場 合 に は
、 基 礎 を 構 築 し 直 す こ と が 通 常 行 わ れ て い る が 、 既 設 の 基 礎 の 取 り 壊 し や 新 し い 基 礎 の 構
築 に 、 手 数 と コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら の こ と は 、 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 の ほ か 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト
杭 に つ い て も い え る こ と で あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 に 係 る 問 題 点 に 鑑 み 、 杭 の 軸 部 と 拡 径 部 と の 接 続
を 容 易 に し 、 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 や 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 を さ ら に 径 の
大 き い 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 に 低 廉 に 拡 径 す る こ と が で き る 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工
法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 第 １ 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 少 な く と も
杭 頭 部 に 鋼 管 を 配 設 し た 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に お い て 、 杭 頭 部 に 配 設 し た 鋼 管
か ら 上 方 に 鉄 筋 を 延 設 す る と と も に 、 該 鉄 筋 の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 を 配 設 し 、 該 拡 径
用 鋼 管 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 同 じ 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 第 ２ 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 内 部
に 鉄 筋 を 配 し た 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に お い て 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ
ー ト 杭 の 頭 部 の 鉄 筋 を 露 出 さ せ る と と も に 、 該 鉄 筋 の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 を 配 設 し 、
該 拡 径 用 鋼 管 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 第 １ 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に よ れ ば 、 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 の 杭 頭
部 に 配 設 し た 鋼 管 か ら 上 方 に 鉄 筋 を 延 設 す る と と も に 、 鉄 筋 の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 を
配 設 し 、 拡 径 用 鋼 管 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と か ら 、 こ の 打 設 し た コ ン ク リ ー
ト と 鉄 筋 に よ り 拡 径 用 鋼 管 と 杭 頭 部 の 鋼 管 と を 接 続 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 杭 の 軸
部 と 拡 径 部 と の 接 続 を 容 易 に し 、 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 を さ ら に 径 の 大 き い 鋼 管
コ ン ク リ ー ト 構 造 に 低 廉 に 拡 径 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 第 ２ 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に よ れ ば 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー
ト 杭 の 頭 部 の 鉄 筋 を 露 出 さ せ る と と も に 、 鉄 筋 の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 を 配 設 し 、 拡 径
用 鋼 管 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と か ら 、 こ の 打 設 し た コ ン ク リ ー ト と 鉄 筋 に よ
り 拡 径 用 鋼 管 と 杭 頭 部 の 鋼 管 と を 接 続 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 杭 の 軸 部 と 拡 径 部 と
の 接 続 を 容 易 に し 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 を さ ら に 径 の 大 き い 鋼 管 コ ン ク リ
ー ト 構 造 に 低 廉 に 拡 径 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る
。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 、 本 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 。
　 こ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 杭 頭 部 に 鋼 管 １ を 配 設 し た 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー
ト 杭 Ｐ １ の 補 強 工 法 に お い て 、 杭 頭 部 に 配 設 し た 鋼 管 １ か ら 上 方 に 鉄 筋 ２ を 延 設 す る と と
も に 、 こ の 鉄 筋 ２ の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 ３ を 配 設 し 、 こ の 拡 径 用 鋼 管 ３ の 内 部 に コ ン
ク リ ー ト ４ を 打 設 し 、 こ の 打 設 し た コ ン ク リ ー ト ４ と 鉄 筋 ２ に よ り 拡 径 用 鋼 管 ３ と 既 設 場
所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ １ の 杭 頭 部 の 鋼 管 １ と を 接 続 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 杭 頭 部 の 鋼 管 １ の 上 部 外 側 に 周 方 向 に 複 数 の 鉄 筋 ２ を 溶 接 し 、 こ の 鉄 筋 ２
に 、 拡 径 用 鋼 管 ３ と し て 径 の 大 き い 内 面 リ ブ 付 鋼 管 を か ぶ せ 、 こ の 内 面 リ ブ 付 鋼 管 の 内 部
に コ ン ク リ ー ト ４ を 打 設 す る こ と に よ り 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ １ の 軸 部 Ｔ １ と 拡 径 部
Ｔ ２ を 接 続 し て い る 。
　 な お 、 図 に お い て 、 ５ は 既 設 場 所 打 ち 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ １ の コ ン ク リ ー ト 、 ６ は 鉄
筋 か ご を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 鉄 筋 ２ の 定 着 長 Ｌ は 、 拡 径 用 鋼 管 ３ か ら コ ン ク リ ー ト ４ を 介 し て の 応 力 伝 達 に よ り 決 ま
る が 、 一 般 的 に は ４ ０ ｄ （ ｄ ： 鉄 筋 径 ） あ れ ば 充 分 で あ る 。
　 ま た 、 こ の 鉄 筋 ２ を 拡 径 用 鋼 管 ４ の 上 部 ま で 立 ち 上 げ て 、 拡 径 部 Ｔ ２ を 鋼 管 鉄 筋 コ ン ク
リ ー ト 構 造 と し て も よ い 。
　 ま た 、 拡 径 用 鋼 管 ３ と 杭 頭 部 の 鋼 管 １ と の 直 径 の 差 は 、 拡 径 用 鋼 管 ３ か ら 鉄 筋 ２ へ の 応
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力 伝 達 を ス ム ー ス に す る た め に は ３ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 が 望 ま し い 。
　 な お 、 鉄 筋 ２ の 鋼 管 １ へ の 固 着 方 法 に は 、 溶 接 の ほ か 、 鋼 管 １ に 雌 ね じ 部 材 （ 図 示 省 略
） を 溶 接 し 、 こ の 雌 ね じ 部 材 に ね じ 鉄 筋 を 螺 合 す る 方 法 等 、 任 意 の 固 着 方 法 を 採 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 に 、 よ り 具 体 的 な 実 例 を 挙 げ る 。
　 鋼 管 径 １ ８ ０ ０ ｍ ｍ 、 板 厚 １ ４ ｍ ｍ の 既 設 場 所 打 ち 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ １ の 上 部 に 、
鋼 管 径 ２ ０ ０ ０ ｍ ｍ 、 板 厚 １ ６ ｍ ｍ の 拡 径 用 鋼 管 ３ を 設 置 す る 拡 頭 場 所 打 ち 鋼 管 コ ン ク リ
ー ト 杭 を 築 造 す る に 当 た り 、 既 設 杭 の 鋼 管 １ の 上 部 に Ｄ ３ ２ の 鉄 筋 ２ を ５ ６ 本 溶 接 し た 。
溶 接 長 は １ ６ ０ ｍ ｍ 、 定 着 長 Ｌ は １ ２ ８ ０ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 杭 頭 部 に 鋼 管 １ を 配 設 し た 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー
ト 杭 Ｐ １ の 補 強 工 法 に お い て 、 杭 頭 部 に 配 設 し た 鋼 管 １ か ら 上 方 に 鉄 筋 ２ を 延 設 す る と と
も に 、 こ の 鉄 筋 ２ の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 ３ を 配 設 し 、 こ の 拡 径 用 鋼 管 ３ の 内 部 に コ ン
ク リ ー ト ４ を 打 設 し 、 こ の 打 設 し た コ ン ク リ ー ト ４ と 鉄 筋 ２ に よ り 拡 径 用 鋼 管 ３ と 既 設 場
所 打 ち 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ １ の 杭 頭 部 の 鋼 管 １ と を 接 続 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、
杭 の 軸 部 Ｔ １ と 拡 径 部 Ｔ ２ と の 接 続 を 容 易 に し 、 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ １ の 頭 部 を さ
ら に 径 の 大 き い 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 に 低 廉 に 拡 径 す る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 こ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 既 設 場 所 打 ち 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 や Ｓ
Ｃ 杭 の 補 強 に 適 し て い る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に 、 本 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 。
　 こ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 内 部 に 鉄 筋 ６ を 配 し た 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー
ト 杭 Ｐ ２ の 補 強 工 法 に お い て 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ の 頭 部 の 鉄 筋 ６ を 露 出 さ
せ る と と も に 、 こ の 鉄 筋 ６ の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 ３ を 配 設 し 、 こ の 拡 径 用 鋼 管 ３ の 内
部 に コ ン ク リ ー ト ４ を 打 設 し 、 こ の 打 設 し た コ ン ク リ ー ト ４ と 鉄 筋 ６ に よ り 拡 径 用 鋼 管 ３
と 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ と を 接 続 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ の 頭 部 の 鉄 筋 ６ を 、 既 設 の 構 造 物 の フ ー
チ ン グ Ｆ を 取 り 壊 し て 露 出 さ せ 、 こ の 鉄 筋 ６ に 、 拡 径 用 鋼 管 ３ と し て 径 の 大 き い 内 面 リ ブ
付 鋼 管 を か ぶ せ 、 こ の 内 面 リ ブ 付 鋼 管 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト ４ を 打 設 す る こ と に よ り 既 設
場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ の 軸 部 Ｔ １ と 拡 径 部 Ｔ ２ を 接 続 し て い る 。
　 な お 、 図 に お い て 、 ５ は 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ の コ ン ク リ ー ト 、 ６ は 鉄 筋 （
鉄 筋 か ご ） を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 鉄 筋 ６ の 定 着 長 Ｌ は 、 拡 径 用 鋼 管 ３ か ら コ ン ク リ ー ト ４ を 介 し て の 応 力 伝 達 に よ り 決 ま
る が 、 一 般 的 に は ４ ０ ｄ （ ｄ ： 鉄 筋 径 ） あ れ ば 充 分 で あ る 。
　 ま た 、 こ の 鉄 筋 ６ を 拡 径 用 鋼 管 ４ の 上 部 ま で 立 ち 上 げ て 、 拡 径 部 Ｔ ２ を 鋼 管 鉄 筋 コ ン ク
リ ー ト 構 造 と し て も よ い 。
　 ま た 、 拡 径 用 鋼 管 ３ と 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ と の 直 径 の 差 は 、 拡 径 用 鋼 管 ３
か ら 鉄 筋 ６ へ の 応 力 伝 達 を ス ム ー ス に す る た め に は ３ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 が 望 ま し い 。
　 な お 、 既 設 の 構 造 物 の フ ー チ ン グ Ｆ の 位 置 の 鉄 筋 ６ の 損 傷 が 激 し い 場 合 や 鉄 筋 ６ の 定 着
長 Ｌ が 充 分 と れ な い 場 合 に は 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ 本 体 部 分 を 取 り 壊 し て 必
要 な 長 さ の 鉄 筋 ６ を 露 出 さ せ る （ 損 傷 が 激 し い 部 分 は 切 除 す る ） よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ の 頭 部 の 鉄 筋
６ を 露 出 さ せ る と と も に 、 鉄 筋 ６ の 外 周 に 大 径 の 拡 径 用 鋼 管 ３ を 配 設 し 、 拡 径 用 鋼 管 ３ の
内 部 に コ ン ク リ ー ト ４ を 打 設 し 、 こ の 打 設 し た コ ン ク リ ー ト ４ と 鉄 筋 ６ に よ り 拡 径 用 鋼 管
３ と 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ と を 接 続 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 杭 の 軸 部 Ｔ
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１ と 拡 径 部 Ｔ ２ と の 接 続 を 容 易 に し 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 Ｐ ２ の 頭 部 を さ ら に 径
の 大 き い 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 に 低 廉 に 拡 径 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に つ い て 、 そ の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し
た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 記 載 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 上 杭 全 長
に 亘 っ て 鋼 管 を 配 設 し た 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 （ Ｓ Ｃ 杭 等 ） に 適 用 す る 等 、 そ の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適 宜 そ の 構 成 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 は 、 杭 の 軸 部 と 拡 径 部 と の 接 続 を 容 易 に し 、 既
設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 や 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 を さ ら に 径 の 大 き い 鋼 管 コ ン
ク リ ー ト 構 造 に 低 廉 に 拡 径 す る こ と が で き る と い う 特 性 を 有 し て い る こ と か ら 、 既 設 場 所
打 ち 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 や Ｓ Ｃ 杭 、 さ ら に は 、 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 頭 部 拡 径 の
用 途 に 用 い る こ と が で き 、 例 え ば 、 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 を 構 築 し た 後 、 上 部 構 造 物 の 設 計
が 変 更 に な り 、 構 築 し た 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 で は 、 水 平 耐 力 が 不 足 す る よ う な 場 合 や 、 既
設 の 構 造 物 を 取 り 壊 し て 新 し い 構 造 物 を 構 築 す る 際 に 、 既 設 の 構 造 物 の 基 礎 を 構 築 し 直 す
こ と な く そ の ま ま 利 用 す る 場 合 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に よ る 一 施 工 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 異 径 の 鋼 管 同 士 を 接 続 す る 方 法 を 示 し 、 （ ａ ） は 円 板 、 （ ｂ ） は テ ー パ ー 管 、 （
ｃ ） は リ ブ プ レ ー ト を そ れ ぞ れ 用 い た 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 杭 の 補 強 工 法 に よ る 一 施 工 例 を 示 す 断 面 図 で 、 （ ａ ）
は 施 工 前 、 （ ｂ ） は 施 工 後 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 　 杭 頭 部 の 鋼 管
　 ２ 　 　 鉄 筋
　 ３ 　 　 拡 径 用 鋼 管
　 ４ 　 　 コ ン ク リ ー ト
　 ５ 　 　 既 設 杭 の コ ン ク リ ー ト
　 ６ 　 　 鉄 筋 か ご
　 Ｐ １ 　 既 設 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 杭
　 Ｐ ２ 　 既 設 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭
　 Ｔ １ 　 杭 の 軸 部
　 Ｔ ２ 　 拡 径 部
　 Ｌ 　 　 定 着 長
　 Ｆ 　 　 フ ー チ ン グ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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